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会員親睦交流会

第３回通常総会を開催第３回通常総会を開催

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ

　

６
月
18
日
（
木
）
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
に

お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
相
双
法
人
会
と
し
て
再
発
足
し
て
か
ら
、
第
３

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
交
流
会
に
も
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

会
社
の
現
状
・
地
元
の
復
興
状
況
・
昔
話
な
ど
に
花
が

咲
き
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
交
流
会
と
な
っ
た
。

　

制
度
の
推
進
本
部

で
あ
る
「
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
事

務
局
」
の
方
を
講
師

に
、
今
年
10
月
か
ら

始
ま
る
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
に
つ
い

て
の
詳
細
を
学
ん

だ
。



平成 27 年 8 月 25 日（2）第　46　号 法人会ニュース　そうそう
　

会
員
約
百
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
今
年
も
避
難
先
よ
り
た
く
さ
ん

の
会
員
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

森
直
人
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
に
て
総
会
が
開
始
さ
れ
、
只
野

裕
一
会
長
か
ら
会
員
・
来
賓
の
皆
様
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し

感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
、
永
年
役
員
に
対
し
表
彰
を
行
っ
た
。
次
に
小
野

寺
哲
良
相
馬
税
務
署
長
並
び
に
御
代
典
文
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
長

（
代
読
）
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
わ
っ
た
。

　

只
野
会
長
を
議
長
と
し
、
議
事
に
入
っ
た
。　

　

議
事
で
は
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算

は
理
事
会
承
認
事
項
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
決
算
が

決
議
事
項
と
し
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

平
成
27
年
度
の

事
業
活
動
の
重
点

施
策
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、

税
務
行
政
へ
の
協

力
・
健
全
な
納
税

団
体
と
し
て
公
益

性
と
社
会
貢
献
度

を
高
め
る
こ
と
。

　

遠
方
へ
避
難
し

て
い
る
会
員
法
人
・

一
般
法
人
・
住
民

達
へ
の
復
興
支
援
に
関
わ
る
事
業
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
情
報
提
供
や

親
睦
交
流
を
図
る
事
業
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
も
提
案
さ
れ
、
提
案
の
理
事
・
監

事
の
全
員
が
満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
理
事
会
が
開
か
れ
現

任
の
只
野
会
長
を
再
任
し
た
。

総　

会

総　

会

相
双
法
人
会
表
彰

相
双
法
人
会
表
彰

　

平
成
27
年
度
表
彰
者
（
敬
称
略
）
の
方
々
の
内
、
相
双
法

人
会
総
会
席
上
で
表
彰
を
受
け
た
方
。

※　

表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰

　
　

○ 

役
員
表
彰
（
理
事
以
上
役
職
10
年
以
上
）　

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　
　

則　

夫

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　
　

和　

男
（
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　
　
　

坂　

本　
　

邦　

仁

　
　
　
　
　
　

門　

馬　
　

浩　

二
（
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　
　
　

末　

永　
　

昭　

義

　
　

〇 

功
労
者
表
彰
（
感
謝
状
）

　
　
　
　
　
　

熊　

川　
　

喜
八
郎
（
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　
　

則　

夫

　
　

○ 

福
利
厚
生
制
度
（
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
）

　
　
　

推
進
表
彰

　
　
　

受
託
会
社
職
員
の
部
（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

　
　

　
　
　
　

金
賞　

荒　
　
　

良　

範
（
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　

銀
賞　

齋　

藤　

才　

子
（
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　

銅
賞　

杉　

浦　

万
起
子
（
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　

銅
賞　

佐　

藤　

正　

美

　
　

○ 

東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
（
11
月
に

　
　
　

平
成
27
年
度
運
営
協
議
会
席
上
で
表
彰
予
定
）

　
　
　
　
　
　

八　

巻　
　

正　

隆

　
　
　
　
　
　

松　

永　
　

雄　
一

　
　
　
　
　
　

菊　

地　
　

逸　

夫

開会のことば開会のことば
森　直人　副会長森　直人　副会長

会長あいさつ会長あいさつ
只野　裕一　会長只野　裕一　会長

相馬税務署　署長相馬税務署　署長
小野寺　哲良　様小野寺　哲良　様
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上
部
組
織
表
彰

上
部
組
織
表
彰

平成26年度決算平成26年度決算

平成27年度予算平成27年度予算

佐藤　正美　さん佐藤　正美　さん

坂本　邦仁　氏坂本　邦仁　氏末永　昭義　氏末永　昭義　氏

雑収入雑収入
9,831,246 円9,831,246 円

雑収入雑収入
215,000 円215,000 円

受取会費受取会費
4,400,000 円4,400,000 円

受取寄付金受取寄付金
 3,000,000 円 3,000,000 円

受取寄付金受取寄付金
 3,000,000 円 3,000,000 円

事業収益事業収益
591,000 円591,000 円

受取補助金等受取補助金等
8,265,200 円8,265,200 円

受取補助金等受取補助金等
9,387,300 円9,387,300 円

受取会費受取会費
3,668,000 円3,668,000 円

受取負担金受取負担金
196,000 円196,000 円

受取負担金受取負担金
168,000 円168,000 円

特定資産取崩特定資産取崩
1,500,000 円1,500,000 円

特定資産取崩特定資産取崩
1,500,000 円1,500,000 円

事業収益事業収益
600,000 円600,000 円

公益目的事業会計公益目的事業会計
（事業費）（事業費）

11,370,296 円11,370,296 円

公益目的事業会計公益目的事業会計
（事業費）（事業費）

 11,829,842 円 11,829,842 円

共益事業等会計共益事業等会計
（事業費）（事業費）
 3,992,874 円 3,992,874 円

共益事業等会計共益事業等会計
（事業費）（事業費）
 3,417,600 円 3,417,600 円

合　計合　計
26,442,288 円26,442,288 円

合　計合　計
19,116,760 円19,116,760 円

合　計合　計
27,051,446 円27,051,446 円

合　計合　計
19,270,300 円19,270,300 円

法人会計法人会計
（管理費）（管理費）
3,753,590 円3,753,590 円

法人会計法人会計
（管理費）（管理費）
3,694,846 円3,694,846 円

特定資産新規積立特定資産新規積立
 7,500,000 円 7,500,000 円

費
用
の
部

収
益
の
部

費
用
の
部

収
益
の
部

　

平
成
27
年
度
表
彰
者
（
敬
称
略
）
の
内
、
福

島
県
法
人
会
連
合
会
総
会
席
上
（
６
月
26
日
）

で
表
彰
を
受
け
た
方
。

○ 

公
益
財
団
法
人

　
　

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰
（
伝
達
）

　
　
　
　
　

松　

永　
　

雄　
一

　
　
　
　
　

福　

山　
　

真　

久

○ 

一
般
社
団
法
人

　
　

福
島
県
法
人
会
連
合
会
表
彰

　
　
　

※　

県
法
連
役
員
表
彰　

　
　
　
　
　

松　

永　
　

雄　
一

　
　
　

※　

単
位
会
役
員
表
彰　
　
　

　
　
　
　
　

佐　

藤　
　

和　

男

　
　
　
　
　

坂　

本　
　

邦　

仁

　
　
　
　
　

門　

馬　
　

浩　

二

　
　
　
　
　

末　

永　
　

昭　

義

詳細については、ホームページをご覧ください。 相双法人会
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役 職 名 氏   　 名 法　人　名
会  　 長 只 野　 裕 一（株）只野商事

副 会 長 立 谷　 一 郎（株）サンエイ海苔

副 会 長 森　  直 人  新地パークゴルフ企業組合

副 会 長 髙 橋　　 德  高橋建設（株）

副 会 長 渋 佐  克 之  相馬ガス （株）

副 会 長 髙 橋　 英 明（株）英工務店

副 会 長 志 賀　 正 幸（株）ハヤシ

副 会 長 横 山　 佳 弘  横山建設（株）

副 会 長 永 田　 茂 男  双葉日立生コン（株）

副 会 長 太 田　 宏 明  太田商事（株）

副 会 長 坂本　行生郎  坂本種苗（株）

常 任 理 事 八 巻　 正 隆  旭電設工業（株）

常 任 理 事 松 本　 伸 一（資）相馬堂時計店

常 任 理 事 加 藤　  優（有）サンリット工業

常 任 理 事 菅 野　 行 雄（株）菅野漬物食品

常 任 理 事 松 永  雄 一  松永牛乳（株）

常 任 理 事 高 橋　 隆 助（株）高良

常 任 理 事 長谷川　長喜（有）長谷川電気工事

常 任 理 事 門 馬　　 弘（同）ド・リエ企画

常 任 理 事 朝 田　 宗 弘  朝田木材産業（株）

常 任 理 事 木 藤　 喜 幸  ネットアンドプリント（株）

常 任 理 事 梨 本　　 正  都重機土木（有）

常 任 理 事 坂 本　 邦 仁  坂建工業（株）

常 任 理 事 朝 田　 英 洋  朝田木材産業（株）

常 任 理 事 番場　三和子（有）番場産業

理    事 菅 野　 利 男（株）菅野寛商店

理    事 武 島　 昭 良（資）錦尚堂

理    事 菊 地　 逸 夫（株）キクチ

役 職 名 氏   　 名 法　人　名
理    事 阿部　昭太郎（資）和田屋酒店

理    事 立 谷　 惣 一（有）立谷商会

理    事 渡 部　 清 昭（有）渡部電気工事

理    事 草 野　 健 男  みどりのキャベツ（有）

理    事 齋 藤　 イ ネ（有）齋藤商店

理    事 髙 野　 敬 眞（株）高野商店

理    事 遠 藤  義 廣（株）原町日通自動車修理工場

理    事 鈴 木  清 重（株）スズトヨ

理    事 門 馬  浩 二（株）ホテル森の湯

理    事 齋 藤　 健 一（資）ニューさいとう

理    事 但 野  義 和（有）但野設備工業所

理    事 木 幡  惠 一（株）こはた印刷所

理    事 伏 見　 俊 一（株）伏見材木店

理    事 庄 司　 岳 洋  庄司建設工業（株）

理    事 髙 橋　　 亘（有）臼石自動車整備工場

理    事 折 笠　 芳 春  折笠工業（株）

理    事 岡 崎　　 崇（資）塩屋金物店

理    事 原 田　 雄 一（株）原田時計店

理    事 神長倉　豊隆（有）美花

理    事 栁 沼　 俊 成（有）双相スポーツボウリング

理    事 伊 藤　 哲 雄（株）伊藤工務店

理    事 橋 本　　 明（株）橋本組

理    事 山 本　 育 男（有）ヤマモト

理    事 猪 狩　 昭 彦（株）猪狩商店

監    事 小 林　 正 幸  小林建業（有）

監    事 佐 藤　 達 雄（有）エイアンドエヌ

監    事 福 山　 真 久（有）共栄会計事務所

平成 27 年度公益社団法人相双法人会　役員名簿
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〝
命
の
宿
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
命
を
再

生
さ
せ
る
〞
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
２
９
０
０
名
が
集
ま
っ
た
。
植

え
付
け
る
土
は
、
津
波
で
発
生
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ガ
ラ
や
大
小
の
石
が
入
っ
た
堆
積
し

た
土
砂
で
、
壊
れ
た
家
屋
の
一
部
や
海
の
丸

い
石
も
混
じ
っ
て
い
た
。
当
会
で
は
移
植
ゴ

テ
や
軍
手
・
マ
ス
ク
な
ど
を
提
供
。

　

当
会
の
会
員
と
家
族
は
、「
南
相
馬
市
鎮

魂
復
興
市
民
植
樹
祭
」
に
参
加
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
沿
岸
部
に
、「
い
の
ち
を
守
る
森
の

防
災
林
」
と
「
鎮
魂
の
森
」
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
市
が
主
催
し
た
も
の
で
、
復
興
交

付
金
等
を
活
用
し
、
木
材
や
土
砂
な
ど
の
瓦

礫
で
盛
土
造
成
し
た
土
地
に
防
潮
林
を
整
備

し
て
い
く
も
の
で
す
。「
瓦
礫(

が
れ
き)

を

活
か
す
森
の
長
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
苗
木

タ
ブ
ノ
キ
・
シ
ラ
カ
シ
な
ど
16
種
２
万
本
と

植
樹
資
材
を
提
供
。

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭

萱
浜
字
長
沼
地
内
浜
周
辺

（
南
相
馬
市
原
町
区
）

原
町
商
工
会
議
所
２
階
会
議
室

地
域
社
会
貢
献
事
業

地
域
社
会
貢
献
事
業

　

総
会
記
念
講
演
会

　

総
会
記
念
講
演
会

第第
11
回回  

決
算
法
人
税
務
研
修
会

決
算
法
人
税
務
研
修
会

　

27
年
度
に
入
り
３
〜
５
月
期
決
算
法
人
に

対
し
て
の
説
明
会
に
は
、
決
算
期
を
迎
え
る

法
人
が
多
く
、
参
加
者
数
94
社
で
し
た
。
相

双
法
人
会
地
域
外
へ
避
難
し
て
い
る
法
人
の

出
席
が
３
分
の
１
を
超
え
て
い
た
。

３
29

６
18

4
22

　

今
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
制
度

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
、
特
定

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
の
職
員
を
講

師
と
し
て
、
具
体
的
な
内
容
、
利
用
方
法
に

つ
い
て
聞
い
た
。講
演
は
、資
料
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
等
を
使
っ
て
の
説
明
で
あ
っ
た
。
今

回
の
新
制
度
に
よ
る
事
業
者
が
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
や
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
保
管
方
法
、

利
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
詳
し

く
学
ん
だ
。
他
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
普

及
す
る
こ
と
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
効
率

化
、
取
引
に
お
け
る
添
付
書
類
の
削
減
等
事

務
作
業
の
効
率
化
な
ど
、
社
会
的
利
便
性
の

向
上
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
個
人
情
報
の

安
全
管
理
措
置
の
対
策
を
取
る
必
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
毎
年
会
員
法
人
か
ら
は

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋

（
南
相
馬
市
原
町
区
）

　

只
野
会
長
や
番
場
三
和
子
女
性
部
会
長
ほ

か
33
名
は
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
鎮
魂
を

祈
り
、
私
た
ち
の
未
来
を
守
る
礎
に
と
の
思

い
で
作
業
し
た
。
福
島
県
法
人
会
連
合
会
丹

治
専
務
理
事
は
じ
め
、
早
朝
東
京
本
社
か
ら

バ
ス
２
台
、
総
勢
80
名
で
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
A
I
U
損
害
保
険
（
株
）
関
係
者
と
共

に
１
区
画
を
担
当
。
当
日
は
時
折
海
か
ら
の

風
が
感
謝
し
て
い
る
よ
う
心
地
よ
く
吹
い
て

い
て
、
ま
さ
に
植
樹
日
和
で
あ
っ
た
。

１
名
の
出
席
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
必
至

性
の
強
さ
か
ら
数
名
が
参
加
さ
れ
た
り
、
一

般
法
人
の
参
加
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
つ
い
最
近
日
本
年
金

機
構
に
よ
る
個
人
情
報
流
出
が
社
会
的
問
題

に
な
っ
た
が
、
新
制
度
の
対
策
は
具
体
的
に

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
内
容
の

質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
「
個
人
情
報

を
扱
う
パ
ソ
コ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
さ
れ
な
い
よ
う
他
の
パ
ソ
コ
ン
と
分
け
て

使
う
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
気
を
つ
け

て
い
る
。
よ
り
安
全
な
策
が
あ
れ
ば
、
日
々

対
策
を
続
け
て
い
く
」
と
力
強
い
言
葉
を
も

ら
っ
た
。
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税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

租
税
教
室

租
税
教
室

　

１
月
に
入
っ
て
昨
年
の
11
校
に
続
き
、
６

校
で
租
税
教
室
を
開
催
し
た
。授
業
内
容
は
、

子
供
た
ち
が
い
つ
も
価
格
と
一
緒
に
支
払
っ

て
い
る
消
費
税
の
話
を
聞
い
た
り
、
レ
プ
リ

カ
の
一
億
円
を
手
に
持
っ
て
み
る
な
ど
、
税

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

小
高
区
の
福
浦
・
金
房
・
鳩
原
の
三
小
学

校
は
一
つ
の
教
室
で
６
年
生
19
名
の
児
童
た

ち
が
勉
強
を
し
た
。
鹿
島
区
八
沢
小
学
校
６

年
生
10
名
、
原
町
区
大
甕
小
学
校
６
年
生
19

名
、
高
平
小
学
校
６
年
生
18
名
が
税
の
大
切

さ
に
つ
い
て
勉
強

し
た
。
今
年
度
の

租
税
教
室
で
は
、

十
七
校
四
百
十
五

名
が
税
金
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　

女
性
部
会
（
番
場
部
会
長
）
の
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
会
が
、
２
月
５
日
相
馬
税
務
署
で
開

か
れ
た
。
只
野
会
長
、
女
性
部
会
の
役

員
、
専
門
職
か
ら
小
野
寺
相
馬
税
務
署

長
が
審
査
員
と
し
て
、
応
募
総
数
十
二

校
四
百
十
八
点
の
中
か
ら
七
十
二
点

の
入
賞
作
品
を
選
び
、
う
ち
相
双
法

人
会
会
長
賞
に
は
田
中
大
喜
さ
ん
（
原

町
第
一
小
学
校
６
年
）
女
性
部
会
長
賞

に
宇
佐
美
真
子
さ
ん
（
新
地
小
学
校
６

年
）
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
十
点
を
福

島
県
連
審
査
会
に
推
薦
し
た
。
２
月
12

日
、
県
連
審
査
会
に
お
い
て
、
銅
賞
に

田
中
さ
ん
、
宇
佐
美
さ
ん
、
特
別
賞

に
菅
野
奏
恵
さ
ん
（
飯
豊
小
学
校
６

年
）、
が
選
ば
れ
た
（
総
数
百
四
十
八

校
三
千
八
百
十
四
点
）。
銅
賞
の
二
点

は
他
の
作
品
八
点
と
共
に
東
北
六
県

連
審
査
会
に
出
品
さ
れ
た
。

２
月
13
日
、
東
北
六
県
連
審

査
会
が
開
催
さ
れ
、
田
中
さ

ん
、
宇
佐
美
さ
ん
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
本
年
は
昨
年

を
上
回
る
六
県
で
五
百
二
校

一
万
四
千
四
百
四
十
二
作
品

の
応
募
で
し
た
。

東北六県法連・福島県法連東北六県法連・福島県法連
審査会入賞作品審査会入賞作品

相双法人会審査会
入賞作品

【福島県連：特別賞】
【相双法人会：入賞】
相馬市立飯豊小学校
菅野　奏恵さん

【入　賞】
相馬市立中村第二小学校
宇羅　かのん　さん

【東北六県法連：優秀賞】
【福島県連：銅　賞】

【相双法人会：女性部会長賞】
新地町立新地小学校
宇佐美　真子さん

【東北六県法連：優秀賞】
【福島県連：銅　賞】
【相双法人会：会長賞】
南相馬市立原町第一小学校

田中　大喜さん

みんなで集合写真
（八沢小学校）

実際に一億円を
もってみる

（小高三小学校）
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租
税
教
育
推
進
事
業
で

租
税
教
育
推
進
事
業
で

　
　
　
　
　

感
謝
状
を
受
賞

　
　
　
　
　

感
謝
状
を
受
賞

　

原
発
事
故
に
伴
い
、
相
馬
税
務
署
管

内
の
相
双
地
域
か
ら
福
島
県
内
各
地
に

避
難
し
て
い
る
小
学
校
か
ら
、
租
税
教

室
の
開
催
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、
福
島
県
租
税
教
育
推
進
協
議

会
（
代
表
幹
事　

久
保
田
範
夫
）
が

避
難
先
の
税
理
士
会
や
法
人
会
に
教
室
の

開
催
を
働
き
か
け
た
結
果
、「
避
難
し
て
い

る
子
供
た
ち
に
も
、
他
の
子
供
た
ち
と
同

じ
く
租
税
教
室
を
開
催
し
て
あ
げ
た
い
。」

と
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
教
室
が
開

催
さ
れ
た
。
開
催
し
た
５
団
体
に
対
し
て

「
貴
会
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
地
区
外

で
開
校
し
て
い
る
小
学
校
に
対
し
租
税
教

室
の
講
師
派
遣
を
行
い
、
避
難
し
て
い
る

児
童
の
租
税
教
育
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
そ
の
ご
尽
力
に
対
し

相双法人会審査会入賞作品

【入 賞】
相馬市立中村第二小学校

佐藤　茉花さん

【入 賞】
南相馬市立石神第二小学校

坂本   舞さん

授業中に積極的に手をあげる
児童たち（大甕小学校）

プレゼントにニコニコ
（高平小学校）

【【入 賞】】

て
深
く
経
緯
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま

す
」
と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
当
会
に

は
、
総
会
席
上
に
お
い
て
協
議
会
幹
事
で

あ
る
菅
野
昌
徳
福
島
県
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
よ
り
只
野
会
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

浪
江
小
（
避
難
先
・
二
本
松
市
）
講
師
・

二
本
松
法
人
会
、
葛
尾
小
（
同
・
三
春
町
）

東
北
税
理
士
会
郡
山
支
部
、
楢
葉
南
小
・
楢

葉
北
小
学
校
（
合
同
）（
同
・
い
わ
き
市
）

東
北
税
理
士
会
い
わ
き
支
部
、
大
野
小
・
熊

野
小
（
合
同
）(

同
・
会
津
若
松
市
）
会
津

若
松
法
人
会
、
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校

（
合
同
）（
同
・
川
俣
町
）
相
双
法
人
会

〜
避
難
し
て
い
る

　
　

子
供
た
ち
に
も
租
税
教
室
を
〜

【
入 

賞
】

飯
舘
村
立
飯
樋
小
学
校

大
和
田　

惇
さ
ん

【
入 

賞
】

南
相
馬
市
立
原
町
第
一
小
学
校

笠
原　

基
郁
さ
ん

【
入 

賞
】

南
相
馬
市
立
原
町
第
三
小
学
校

青
田　

茉
奈
さ
ん

【
入 

賞
】

南
相
馬
市
立
石
神
第
二
小
学
校

石
田　

未
琴
さ
ん
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地
元
国
会
議
員
で
あ
る
亀
岡
偉
民
衆
議
院

議
員
に
お
願
い
し
て
講
演
会
を
開
い
た
。
演

題
は
「
福
島
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
に
」
亀

岡
氏
は
震
災
当
初
か
ら
相
双
地
域
の
各
市
町

村
に
何
度
も
足
を
運
び
、
被
災
地
の
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
、
国
会
の
委
員
会
の
場
で

そ
の
経
験
を
政
府
や
多
く
の
方
に
伝
え
て
き

た
。
そ
の
後
、
復
興
大
臣
政
務
官
・
防
災
担

当
政
務
官
を
兼
任
し
て
き
た
。
一
番
相
双
地

域
を
知
っ
て
い
る
議
員
に
、
今
後
の
道
標
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た
。

　

当
時
は
、
被
災
地
で
は
今
何
が
一
番
必
要

な
の
か
を
考
え
、
支
援
物
資
な
ど
の
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
た
。

　

１
月
19
日
に
志
賀
正
幸
副
会
長
（
小
高
支

部
長
）
が
小
高
商
工
会
に
隣
接
す
る
住
民
の

集
い
の
場
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
持

参
し
、「
季
節
柄
寒
さ
厳
し
く
な
り
、
対
策

が
必
要
に
な
る
の
で
、
小
高
区
の
皆
様
に
足

元
か
ら
暖
か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
風
邪

予
防
と
し
て
ご
愛
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
木
更
津
法
人
会
か
ら
の
善
意
で
購
入
し

た
も
の
な
の
で
、
大
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
小
高
商
工
会
佐
藤
洋
司
事
務
局
長
、

ふ
れ
あ
い
広
場
管
理
人
の
千
葉
清
和
さ
ん
へ

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
６
０
０
個
贈
呈
し
た
。

贈
呈
し
た
品
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
常
時
置

い
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
た
住
民
の
方
に
手
渡

し
に
て
配
布
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
二
年
目
の
木
更
津
法
人
会

か
ら
の
寄
託
で
あ
っ
た
。

　

今
年
で
二
年
続
け
て
大
川
法
人
会
女
性
部

会
か
ら
支
援
金
を
い
た
だ
い
た
。

　

平
成
27
年
3
月
24
日
、
相
双
法
人
会
女
性

部
会
は
、
南
相
馬
市
に
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ

の
会
へ
寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
復
興
の
た
め
に
は
何
が
必

要
か
。
ま
た
、
相
双
地
方
に
限
ら
ず
地
方
の

急
速
な
過
疎
化
、
若
い
世
代
の
子
育
て
支
援

な
ど
、
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
話
を
し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
24
日
に
木
更
津
法
人
会

（
千
葉
県
）
か
ら
支
援
金
を
寄
託
さ
れ
、
小

高
支
部
へ
の
原
発
事
故
復
興
支
援
に
充
て
る

こ
と
と
し
た
。

復
興
支
援
公
開
講
演
会

復
興
支
援
公
開
講
演
会

　

福
島
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
に

　

福
島
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
に

木
更
津
法
人
会
よ
り「
小
高
区
へ
」

木
更
津
法
人
会
よ
り「
小
高
区
へ
」

　
　
　

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
贈
呈

　
　
　

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
贈
呈

香
川
県
大
川
法
人
会
か
ら

香
川
県
大
川
法
人
会
か
ら

　　

  

支
援
金
が
届
き
ま
し
た

支
援
金
が
届
き
ま
し
た

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋

３
６

　

こ
の
会
の
活
動
は
、
震
災
直
後
か
ら
に
遡

る
。
30
キ
ロ
圏
内
で
屋
内
退
避
指
示
が
出
さ

れ
た
南
相
馬
市
で
は
、
自
主
避
難
が
相
次
い

た
。
こ
こ
で
暮
ら
し
て
も
大
丈
夫
か
と
い

う
不
安
を
抱
え
た
母
親
を
は
じ
め
住
民
た
ち

と
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
か
ら
支
援
に

来
て
い
た
坪
倉
正
治
医
師
と
と
も
に
、｢

放

射
線
教
室｣

の
勉
強
会
を
百
回
近
く
行
っ
て
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地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る
事
業
の
一

環
と
し
て
、「
震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ
の
支

援
事
業
」
を
今
年
度
も
行
っ
た
。

　

今
年
は
、
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
葛
尾

村
・
楢
葉
町
・
広
野
町
・
川
内
村
の
四
町
村
の
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
住
民
の
方
へ
、
風
邪
予

防
と
し
て
マ
ス
ク
を
送
付
し
、
配
布
を
お
願
い
し

た
。
各
町
村
の
配
布
先
は
、
葛
尾
村
が
仮
設
住
宅

へ
入
居
し
て
い
る
方
々
へ
、
楢
葉
町
は
、
借
上
住

宅
世
帯
の
方
、
児
童
館
、
こ
ど
も
園
に
配
布
。
広

野
町
は
７
５
歳
以
上
の
世
帯
に
、
川
内
村
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
八
ヶ
所
へ
配
布
し
た
。

　

配
布
後
、
み
な
さ
ま
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
も
ら

い
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
当
会
の
励
み
と

し
、
震
災
・
原
発
事
故
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

健
康
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
支
援

活
動
を
通
し
て
様
々
な
方
の
お
力
に
な
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ
の

震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
事
業

支
援
事
業

川内村社会福祉協議会
（老人クラブへ）

葛尾村社会福祉協議会
（仮設住宅の方へ）

広野町社会福祉協議会
(75歳以上の方が住む世帯へ )

楢葉町社会福祉協議会
（こども園へ）

❶ 室温28℃を心がける。（設定温度を2℃上げた場合）

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは電力の増加になる場合があるため注意が必要です。

基本となる10の節電メニュー

出典：経済産業省　節電.go.jp

10%

7月～9月期間

平日 9時～20時
8/13・14
を除く

削電効果

エアコン

冷蔵庫

照　明

テレビ

温水洗浄便座

ジャー炊飯器

待機電力

※標準→省エネモードに設定し、使用時間を2/3に減らした場合

❺ 日中は不要な照明を消す。 5%
❻ 省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す。 2%

❷ “すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげる。（エアコンの節電になります。） 10%

❼ 温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。 どちらかで、

1%未満 ❽ 上記の機能がない場合、使わない時はコンセントからプラグを抜く。

❾ 早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に保存する。 2%

❸ 無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。 50%

❹ 冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、 
　 食品を詰め込みすぎないようにする。  ※食品の傷みにご注意ください。 2%

10 リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。
　 長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。 2%

できたらチェック

フィルターをこまめに掃除する。

さらに効果を高める節電メニュー

エアコン

壁との間に適切な間隔を空けて設置する。

お湯はコンロで沸かし、ポットの電源は切る。

容量の80％程度を目安にまとめ洗いをする。

日中、短時間であればノートパソコンの電源を抜いて使う。

省電力設定を活用する。

紙パック式はこまめにパックを交換する。

昼間のピーク時はモップやほうきを使う。

節電のための家事スケジュールを立てる。日中（特に13時～16時）を避けて電気製品を使用する。

外出や旅行による節電。

契約電力の見直し（節電料金メニュー、適切なアンペア設定等）

電力会社のウェブサイトに登録頂き消費電力を「見える化」

（仮に、350Wを2台を使用している場合、約30％の節電効果となります。）
2部屋でそれぞれ使用している場合には、1部屋（1台）に減らして使用する。

できたらチェック

冷蔵庫

電気ポット

洗濯機

パソコン

掃除機

契約見直し
見える化

ライフスタイル

法人会では夏の節電活動として「いちごプロジェクト」を行っております。詳しくは下記のホームページをご覧ください。

わが家の節電メニュー ご家庭ごとに実施できるもの
をチェックしましょう。

公益財団法人　全国法人会総連合　女性部会連絡協議会

http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/法人会 検索

熱中症にご注意ください。
公益社団法人 相双法人会

福島県相馬市中村一丁目2-3 トーヨー不動産ビル内

0244-36-5754

ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
の
会
が
発
行
し
た
本

き
た
。
昨
年
、
そ
れ
を
小
冊
子
に
ま
と
め
る

と
、
初
版
の
日
本
語
版
2
万
冊
が
た
っ
た
3

週
間
で
飛
び
立
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
冊
子
の
作
成
、
世
界
へ
の
発
信
な

ど
活
動
が
認
め
ら
れ
、
先
日
「
第
一
回
日
本

復
興
の
光
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。
審
査
委
員

長
の
池
上
彰
氏
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。

　

若
い
親
た
ち
や
、
高
齢
者
に
寄
り
添
い
、

癒
し
の
場
の
提
供
も
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ

の
会
に
、
大
川
法
人
会
の
温
か
な
気
持
ち
を

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
贈
っ

た
。



平成 27 年 8 月 25 日（10）第　46　号 法人会ニュース　そうそう

相続税の税制改正のあらまし



（11）平成 27 年 8 月 25 日 第　46　号法人会ニュース　そうそう



平成 27 年 8 月 25 日（12）第　46　号 法人会ニュース　そうそう

ふ
る
さ
と
を
出
て
五
年
…

ふ
る
さ
と
を
出
て
五
年
…

ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
な
み
え

理
事
長　

神
長
倉　

豊
隆

　

あ
の
悍
ま
し
い
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
早

い
も
の
で
五
度
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
あ

の
日
ま
で
は
花
屋
と
し
て
六
十
年
の
歴
史
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
こ
の
ま
ま
浪
江
町
で
人
生
を

終
え
る
も
の
だ
と
自
分
な
が
ら
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
の
日
を
境
に
避

難
を
強
い
ら
れ
た
中
で
強
く
思
う
こ
と
は
ふ

る
さ
と
の
復
興
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
浪
江
町
で
も
一
番
活
性
化
し
て

い
た
商
店
経
営
者
た
ち
と
共
に
立
ち
上
げ
た

の
が
「
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
な
み
え
」

（
平
成
23
年
10
月
に
設
立
）
と
い
う
〝
ふ
る

さ
と
の
復
興
と
避
難
町
民
の
サ
ポ
ー
ト
を
考

　

２
月
10
日
に
は
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
向
け
て
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

続
け
て
い
る
団
体
を
た
た
え
る
、
第
一
回
日

本
復
興
の
光
大
賞
」
の
特
別
賞
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
ト
ル
コ
文
化
交
流
会
よ
り
「
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
な
み
え
」
が
受
賞
し
た
。

え
よ
う
〞
と
す
る
団
体
で
し
た
。
仲
間
は
す

べ
て
商
工
会
の
理
事
や
役
員
で
、
事
業
の
再

開
を
含
め
て
復
興
た
関
す
る
勉
強
会
を
し
な

が
ら
、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
絆
を
つ
な
ぐ
活
動

を
中
心
に
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
に
対

す
る
提
言
・
要
望
を
出
し
な
が
ら
、
住
民
の

生
活
再
建
に
関
す
る
課
題
や
問
題
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
自
身
は
事
業
再
開
に
未
だ
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
が
…
必
ず
再
開
を
果
た
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
浪
江
町
は
平
成

二
十
九
年
三
月
を
帰
還
の
目
標
と
し
て
い
ま

す
が
、
来
年
の
春
に
は
町
長
が
再
度
判
断
し

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
ふ
る
さ
と

を
諦
め
る
事
な
く
頑
張
っ
て
行
く
所
存
で

す
。

　

相
双
法
人
会
と
し
て
は
双
葉
郡
の
復
興
こ

そ
心
よ
り
待
ち
わ
び
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
も
期
待
に
応
え
る
べ
く
今
後
と
も

根
強
く
、
ふ
る
さ
と
再
生
に
頑
張
る
所
存
で

す
。
今
し
ば
ら
く
、
温
か
な
、
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

避
難
先
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

編

集

後

記

編

集

後

記

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
耐
え
、
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
南
相
馬
市
鹿
島
区
右
田

の
「
か
し
ま
の
一
本
松
」
の
二
世
が
誕
生
し
た

そ
う
で
す
。
地
元
保
存
会
が
、
震
災
を
乗
り
越

え
た
生
命
力
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
取
り
組

み
、
農
林
水
産
省
森
林
総
合
研
究
所
材
木
育
種

セ
ン
タ
ー
が
種
か
ら
の
発
芽
に
成
功
し
た
そ
う

で
す
。
復
興
へ
向
う
市
民
の
新
た
な
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

南
相
馬
市
原
町
区
で
は
、
サ
テ
ィ
駐
車
場
と

旧
市
立
病
院
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
３
棟
の
復
興

団
地
が
供
用
開
始
さ
れ
た
。
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象

と
い
わ
れ
街
中
の
人
口
が
減
少
し
て
い
た
中
、

高
齢
者
が
多
い
と
は
い
え
街
中
に
人
口
が
戻
っ

て
く
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
皮
肉
な
形

で
す
が
、
最
近
よ
く
言
わ
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
に
近
づ
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

復
興
の
足
が
か
り
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。（
Ｋ
）


